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去
る
５
月
24
日
�
午
後
２
時
か
ら
ベ
ル
ナ
ー

ル
酒
田
を
会
場
に
、
当
会
第
30
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
社
団
化
設
立
30
周
年
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
且
つ
又
、｢

特
例
民
法
法
人｣

か
ら

｢

公
益
社
団
法
人｣

を
目
指
す
節
目
の
年

と
し
て
、
委
任
状
含
め
た
８
９
１
名
の
会
員
の

参
加
を
得
て
、
付
議
さ
れ
た
議
案
は
提
案
通
り

可
決
・
承
認
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
方
針
が
確

定
い
た
し
ま
し
た
。(

別
掲))

総
会
に
先
立
っ
て
、
３
月
11
日
に
勃
発
し
た

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
哀

悼
の
意
を
込
め
て
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。前

田
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
当
会

の
30
年
の
歴
史
と
全
国
で
も
高
い
組
織
率
を
維

持
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
改
め
て
当
会
の
位

置
づ
け
と
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
考
え

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
大
震
災
か

ら
２
ヶ
月
半
の
経
過
の
中
で
、
海
に
面
し
た
当

地
・
酒
田
の
備
え
と
、
被
災
地
の
復
興
に
役
立

つ
立
地
条
件
を
生
か
し
、
原
発
事
故
の
収
束
を

含
め
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
取
組
み
が
必
要

で
、
地
域
の
絆
・
結
束
の
強
弱
が
問
わ
れ
る
と

言
及
し
ま
し
た
。

ま
た
、
懸
案
の

｢

公
益
法
人｣

を
目
指
す
取

り
組
み
は
、
結
果
と
し
て
県
内
で
先
陣
を
切
る

こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
し
、
会
員
各
位
の
変
わ

ら
ぬ
協
力
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
議
事
に
先
立
っ
て

の
表
彰
式
は
、
永
年
勤
続
功
労
役
員
表
彰

(

７

名)

・
会
員
増
強
運
動
功
労
者
表
彰

(

２
名)

及
び
研
修
会
等
事
業
推
進
者
表
彰

(

５
名)

が

行
わ
れ
、
表
彰
楯
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(

別
掲)

今
年
度
の
課
題
は
、｢

平
成
23
年
度
事
業
方

針
の
骨
子｣

(

別
掲)

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

(

理
事
・
監

事)

の
改
選
の
年
に
当
た
り
、
新
任
理
事
５
名

を
含
め
、
理
事
37
名

(

１
名
減
員)

・
監
事
２

名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
き
前
田
会
長
を

陣
頭
に
、
新
定
款
に
備
え
て
の
副
会
長
５
名
の

新
体
制
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
公
開
の
記
念
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
慶
応
大
学
大
学
院
教

授
で
テ
レ
ビ
討
論
で
お
馴
染
み
の
岸

博
幸
氏

を
招
き
、｢

政
治
の
混
迷
と
日
本
経
済
の
展
望｣

と
題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。(

別
掲)

-./012345678

�� �� ����

	 
�� 	����

�� � ������

�� �� ������� !�

"# $ %�&'()�

*� + �,-�

./ �0 �123

9.�6:;<=34>78

*� + �,-�

456 7 89:;�

?.@A�BCDEF>78

<= > �?�

@#�AB �CD

EFGHI JKLMN(O

PQ RS TU�VW�XY�

Z[ \] J^_`ab

� � � � �

���������
(敬称略)

�	
����

� � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�G	


�
�
�



今
年
度
は
、｢

特
例
民
法
法
人｣

と
し

て
、
こ
れ
ま
で
準
備
し
て
き
た

｢

公
益
社

団
法
人｣

へ
の
移
行
を
目
指
す
年
度
で
あ

り
、
認
定
後
に
は
新
生

｢

法
人
会｣

と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
当
会
の
今
年
度
の
基
本
方
針

は
、①

新
公
益
法
人
法
に
適
合
す
べ
く
事
業

内
容
の
検
証
と
公
益
性
比
率
の
拡
大

を
目
指
す

②
組
織
基
盤
の
整
備
充
実
に
努
め
、
加

入
率
の
維
持
・
向
上
を
図
る

こ
と
と
し
ま
す
。
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｢

特
例
民
法
法
人｣

か
ら

｢
公
益
社
団

法
人｣

へ
の
移
行
に
つ
き
、
改
め
て
今
通

常
総
会
に
付
議
・
決
議
さ
れ
、｢
定
款
の

変
更
の
案｣

(

別
掲)

の
承
認
を
得
て
、

本
格
的
に
申
請
に
向
け
た
手
続
き
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
順
調
に
い
け
ば
、
７
月
中

に
申
請
を
行
い
年
内
に
認
定
に
漕
ぎ
着
け
、

設
立
登
記
を
果
た
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

明
年
か
ら
は
新
定
款
で
の
運
営
と
な
り
ま

す
。
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昨
年
よ
り
、
政
府
の
税
制
改
正
要
望
の

取
り
纏
め
方
法
が
変
更
に
な
り
、
各
省
庁

の
行
う
税
制
改
正
要
望
の
受
付
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
く
公
募
す
る
方
法
が
採

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
公

益
財
団
法
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
全
法
連

と
し
て
も
、
提
言
活
動
の
前
倒
し
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

当
会
と
し
て
も
、
東
日
本
大
震
災
と
い

う
国
難
の
最
中
に
あ
っ
て
、
中
小
企
業
の

活
力
が
国
の
基
盤
で
あ
る
と
の
認
識
に
た

っ
て
、
提
言
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
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当
会
の
公
益
事
業
の
柱
で
あ
る

｢

国
政

の
健
全
な
運
営
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る｣

事
業
と
し
て
、
国
税
の
み

な
ら
ず
県
・
市
の
電
子
化
施
策
に
協
力
す

る
立
場
で
、
啓
蒙
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
課
題
と

し
て
は
、
会
員

(

法
人)

の
従
業
員

(

個

人)

へ
の
ｅ
�
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
促
進
に
も
、

注
力
す
る
と
と
も
に
、
ｅ
ｌ
�
Ｔ
ａ
ｘ
講

習
会
も
検
討
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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定
例
の
決
算
法
人
説
明
会

(
５
回)

・

新
設
法
人
説
明
会

(

２
回)

・
年
末
調
整

説
明
会

(

２
回)

を
は
じ
め
年
間
計
画
に

沿
っ
て
税
務
当
局
と
連
携
し
て
実
施
す
る
、

実
務
研
修
会
等
は
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

他
、
内
容
に
よ
っ
て
は
一
般
公
開
で
広
く

参
加
を
呼
び
か
け
、
社
会
貢
献
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、｢

出
前
租
税
教
室｣

は
今
年
度

５
年
目
を
迎
え
、
６
月
に
市
内
４
小
学
校

(

若
浜
・
泉
・
黒
森
・
東
平
田)

に
て
実

施
致
し
ま
し
た
。
更
に
、
今
年
度
の

｢

税

を
考
え
る
週
間｣

(

11
／
11
〜
17)

の
記

念
事
業
は
、
社
団
化
設
立
30
周
年
行
事
と

合
わ
せ
た
開
催
と
し
、
地
元
酒
田
出
身
オ

ペ
ラ
歌
手

｢

砂
川
直
子
コ
ン
サ
ー
ト｣

と

し
て
、
開
催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
総
務
・
広
報
委

員
会
と
青
年
部
会
・
女
性
部
会
を
中
心
に
、

一
致
協
力
し
て
広
く
一
般
市
民
の
参
加
を

募
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
組
織
規
模
に
見
合
っ
て
要

請
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

｢

公
共
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン｣

に
対
し
て
も
積
極
的
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
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組
織
強
化
の
取
組
は
、
最
重
要
課
題
で

あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
組
織
委
員
会
・
地

区
役
員
会
を
中
心
に
方
針
を
定
め
、
広
く

会
員
の
協
力
を
得
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

｢

地
区
懇
談
会｣

の
開
催
や
、
地
域
商

工
会
と
の
共
催
事
業
も
軌
道
に
乗
り
つ
つ

あ
り
、
継
続
し
た
取
組
が
大
切
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

｢

定
款
の
変
更
の
案｣

検
討
の
過
程
で
、

新
た
に
副
会
長
を
５
人
体
制
と
し
、
関
連

す
る
規
程
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
新
法

の
趣
旨
に
沿
っ
た
基
盤
整
備
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
交
流
の
活
発
化
も
視
野
に
、

総
会
以
外
で
の
会
員
交
流
の
場
と
し
て
の

｢

新
年
の
集
い｣

も
継
続
開
催
す
る
も
の

と
し
、
新
規
企
画
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。
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3
4
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9

会
報

｢

ほ
う
じ
ん｣

の
他
、
当
会
の
情

報
発
信
と
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
今
年
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
拡
充
し
、
そ
の
積
極
活
用
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
会
員
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
登
録
数
を
増
や
し
、
相
互
通
信

の
可
能
な
環
境
の
設
定
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
開
設
し
た

｢

セ
ミ
ナ
ー
オ
ン
デ
マ
ン
ド｣

は
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
の
活
用

の
他
、
会
員
以
外
の
ア
ク
セ
ス
も
あ
り
、

そ
の
効
用
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
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法
人
会
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
、

全
法
連
と
保
険
三
社

(

大
同
生
命
・
Ａ
Ｉ

Ｕ
・
ア
フ
ラ
ッ
ク)

と
が
開
発
し
た
福
利

厚
生
制
度
が
あ
り
ま
す
。
経
営
者
大
型
保

障
制
度
の
昨
年
度
の
保
険
支
払
状
況
は
約

２
億
５
千
万
円
と
高
額
で
、
そ
の
有
用
性

は
確
か
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
、

中
小
企
業
向
け

｢

貸
倒
保
証
制
度｣

を
導

入
し
、
企
業
経
営
支
援
の
一
助
と
な
れ
ば

と
考
え
ま
す
。
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役 職 氏 名 法 人 名 地 区 氏 名 役職・法人名

会 長 前 田 直 己 前 田 製 管 ㈱ 南部 ◎ 畠 中 昭 治 理 事

副 会 長 弦 巻 伸 ㈱ 弦 巻 ○ 広 瀬 敏 勝 荘 内 防 災 工 業 ㈱

〃 大 滝 健 二 ㈲ 木 村 屋 ○ 土 門 孝 康 ㈱ 最 上 部 品

〃 滝 井 宗 一 ㈱ 滝 井 商 店 河南 ◎ 伊 藤 功 Ｔ＆日本メンテ開発㈱

〃 後 藤 毅 荘 内 証 券 ㈱ ○ 須 藤 重 彦 ㈱ 須 藤 製 作 所

〃 平 野 宣 ㈱ 平 野 新 聞 舗 遊佐 ◎ 庄 司 茂 正 庄 司 建 設 工 業 ㈱

理 事 上 林 直 樹 ㈱ 上 林 鉄 工 所 ○ 本 間 知 広 ㈲ ほ ん ま

〃 大 井 誠一郎 大 井 建 設 ㈱ 八幡 ◎ 阿 部 孝 志 理 事

〃 佐 藤 悌 夫 ㈱ 日 東 軽 金 ○ 高 橋 正 幸 八 幡 燃 料 ㈱

〃 和 島 公 せ ん じ ん 商 事 ㈱ ○ 小 野 浩 弥 ㈲ 一 條 製 材 所

〃 小 林 元 雄 荘 内 振 興 ㈱ 松山 ◎ 池 田 一 喜 松 山 観 光 バ ス ㈱

〃 畠 中 昭 治 日 之 出 石 油 ㈱ ○ 渡 邉 辰 雄 ㈱ 辰 ケ 湯 旅 館

〃 石 井 幸 ㈱ 石 井 製 作 所 ○ 後 藤 俊 ㈲ 後 藤 商 店

〃 羽 田 久 夫 羽田スクリーン印刷㈱ 平田 ◎ 今 野 博 サ カ タ フ ー ズ ㈱

〃 池 田 求 ㈱ 千 代 田 ○ 佐 藤 達 也 ㈱庄内エコポリス

〃 高 橋 幸 雄 ㈱ 丸 高 ○ 小 林 健 車 の み ど り ㈲

〃 上 野 重 征 ㈱ ユ ー テ ッ ク
� �
��
 ���
� ���
��〃 阿 部 孝 志 阿 部 建 設 ㈱

〃 加 藤 聡 加 藤 総 業 ㈱ 委 員 会 氏 名 役 職 ・ 所 属

〃 西 村 慶 治 西 村 鉄 工 ㈱

組

織

委

員

会

◎ 弦 巻 伸 副 会 長

〃 加賀谷 勝 也 ㈱ メ ッ ク カ ガ ヤ ○ 上 林 直 樹 (北 部) 理 事

〃 佐々木 雅 晴 菊 勇 ㈱ 高 橋 幸 雄 (駅 東) 理 事

〃 大 場 弥 市 大 場 建 設 ㈱ 後 藤 毅 (中央上) 理 事

〃 井 上 義 裕 ㈱ 新 和 設 備 小 林 元 雄 (中央下) 理 事

〃 大 野 省太郎 東北東ソー化学㈱ 佐 藤 悌 夫 (東 部) 理 事

〃 鈴 木 信 次 酒田共同火力発電㈱ 上 野 重 征 (南 部) 理 事

〃 鈴 木 豊 章 ㈱ 庄 内 ク ボ タ 加賀谷 勝 也 (河 南) 理 事

〃 池 田 健 一 ㈱ ふ と ん の 池 田 庄 司 茂 正 (遊 佐) 理 事

〃 今 野 博 ㈱ サ カ タ フ ー ズ 阿 部 孝 志 (八幡・松山・平田)理事

〃 新 田 嘉 七 ㈱ 平 田 牧 場 税
制
委
員
会

◎ 後 藤 毅 副 会 長

〃 齋 藤 博 紀 ㈱齋藤農機製作所 ○ 石 井 幸 理 事

〃 池 田 一 喜 松 山 観 光 バ ス ㈱ 阿 部 孝 志 理 事

〃 川 口 千 晴 ㈱ み な と 齋 藤 博 樹 理 事

〃 秋 山 伊佐雄 酒 田 天 然 瓦 斯 ㈱ 池 田 順 一 三 水 会

〃 庄 司 茂 正 庄 司 建 設 工 業 ㈱

総

務

委

員

会

◎ 大 滝 健 二 副 会 長

〃 平 岡 清 康 酒 田 海 陸 運 送 ㈱ ○ 佐々木 雅 晴 理 事

〃 林 浩一郎 林 建 設 工 業 ㈱ 池 田 求 理 事

監 事 五十嵐 亮 日 新 開 発 ㈱ 阿 部 昭 青年部会ＯＢ

〃 土 田 徹 ㈲マネジメントサポート 斎 藤 英 輔 青年部会ＯＢ

斉 藤 修 一 青 年 部 会
�  !	
�� !� �� !�� 佐々木 聖 子 女 性 部 会

地 区 氏 名 役職・法人名 本 間 洋 子 三 水 会

北部 ◎ 池 田 求 理 事
広
報
委
員
会

◎ 滝 井 宗 一 副 会 長

○ 大 場 弥 市 理 事 ○ 大 井 誠一郎 理 事

駅東 ◎ 伊與田 孝 守 屋 機 工 ㈱ 渡 部 博 夫 青年部会ＯＢ

○ 佐 藤 清 和 ㈲ チ ャ ン ス 杉 山 道 弘 青 年 部 会

中央 ◎ 五十嵐 亮 監 事 佐 藤 幸 美 女 性 部 会

上 ○ 菊 池 恒 夫 ㈲ 菊 池 菓 子 舗 池 田 信 也 三 水 会

中央 ◎ 齋 藤 俊 一 ㈱さいとう精肉店 Web
化
委
員
会

◎ 平 野 宣 副 会 長

下 ○ 荒 木 照 夫 ㈲ 荒 木 米 穀 店 ○ 加 藤 聡 理 事

東部 ◎ 中 村 穣 ハ ク ヨ ウ 電 気 ㈱ 大 谷 正 樹 青年部会ＯＢ

○ 金 内 勝 彦 ㈱キャドウイング 佐 藤 清 人 三 水 会
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����������	 ｢定款の変更の案｣
第１章 総 則

(名 称)
(事 務 所)

第１条
第２条

この法人は､ 公益社団法人酒田法人会 (以下､ ｢本会｣ という｡) と称する｡
本会の主たる事務所は､ 山形県酒田市に置く｡

第２章 目的及び事業

(目 的)

(事 業)

第３条

第４条

本会は､ 税知識の普及､ 納税意識の高揚に努め､ 税制・税務に関する提言を行い､ もって適正・公平な申告納税制
度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与すると共に､ 地域企業と地域社会の健全な発展に貢献することを目的
とする｡
本会は､ 前条の目的を達成するため､ 次に掲げる事業を行う｡
� 税務知識の普及と納税意識の高揚を目的とした説明会・講習会・研修会・租税教育等の事業
� 税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業
� 地域企業の健全発展・社会貢献に資する経営支援・地域文化活動等の事業
� 会員の交流および会員の福利厚生に資する事業
� その他､ 本会の目的を達成するために必要な事業

第３章 会 員

(構 成)

(会員資格
の取得)

(経費の
負担)

(任意退会)
(除 名)

(資格喪失)

第５条

第６条

第７条

第８条
第９条

第10条

本会は､ 次の会員をもって構成する｡
� 正 会 員 酒田税務署管轄内に所在する法人 (管内に事業所を有する法人を含む) で､ 本会の目的及び事業に

賛同して入会した者とする｡
� 賛助会員 本会の事業を賛助するために入会した法人､ 法人の事業所または個人とする｡
２. 前項の正会員をもって､ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の社員とする｡
本会の会員となろうとする者は､ 理事会において別に定める入会届により申し込みをし､ その承認を受けなければ
ならない｡
会員は､ 本会の事業活動に経常的に生じる費用に充てるため､ 毎年､ 総会において別に定める会費を支払う義務を
負う｡
会員は､ 理事会において別に定める退会届を提出することにより､ 任意にいつでも退会することができる｡
会員が次のいずれかに該当するに至ったときは､ 総会決議により当該会員を除名することができる｡
� この定款､ その他の規則に違反したとき
� 本会の名誉を傷つけ､ 又は目的に反する行為を行ったとき
� その他除名すべき正当な事由があるとき
２. 前項の除名決議に先立って､ その会員に総会で弁明の機会を与えなければならない｡
また､ 除名決議がなされたときは､ その会員に対し通知するものとする｡
前２条の場合の他､ 会員は次のいずれかに該当するときは､ その資格を喪失する｡
� 正当な理由なく会費を２年以上滞納したとき � 総正会員が同意したとき
� 当該会員が解散､ 又は事業所を閉鎖したとき
２. 会員が資格喪失しても､ 既納会費及びその他の拠出金は返還しない｡
また､ 未履行の義務は､ これを免れることはできない｡

第４章 総 会

(構 成)

(権 限)

(開 催)

(招 集)

(議 長)
(議 決 権)
(決 議)

(議 事 録)

第11条

第12条

第13条

第14条

第15条
第16条
第17条

第18条

総会は､ 通常総会及び臨時総会とし､ いずれも全ての正会員をもって構成する｡
２. 前項の総会をもって､ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の社員総会とする｡
総会は､ 次の事項について決議する｡
� 会員の除名 � 理事及び監事の選任又は解任 � 理事及び監事の報酬等の額
� 貸借対照表及び損益計算書 (正味財産増減計算書) の承認 � 定款の変更
� 解散及び残余財産の処分 � その他､ 法令又はこの定款で定められた事項
通常総会は､ 毎年１回事業年度終了後３ヶ月以内に開催する｡
２. 臨時総会は､ 必要に応じて随時開催する｡
総会は､ 法令に別段の定めがある場合を除き､ 理事会の決議に基づき会長が招集する｡
２. 総正会員の議決権の５分の１以上の議決権を有する正会員は､ 会長に対し､ 総会の目的である事項及び召集の理
由を示して､ 総会の招集を請求することができる｡
総会の議長は､ 会長がこれに当たる｡
総会における議決権は､ 正会員１名につき１個とする｡
総会の決議は､ 総正会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し､ 出席した当該会員の議決権の過半数をもって
行う｡
２. 前項の規定にかかわらず､ 次の決議は､ 総正会員の半数以上であって､ 総正会員の議決権の３分の２以上に当た
る多数を以って行う｡
� 会員の除名 � 監事の解任 � 定款の変更 � 解散 � その他法令で定められた事項
総会の議事については､ 法令の定めるところにより､ 議事録を作成する｡
２. 議長及び出席理事のうちから選出した議事録署名人２名が､ 前項の議事録に署名又は記名押印する｡

第５章 役 員 等

(役員及び
定数)

(役員の
選任)

(理事の
職務及び
権限)

第19条

第20条

第21条

本会に､ 次の役員を置く｡
� 理事 30名以上40名以内 � 監事 ３名以内
２. 理事のうち１名を会長､ ５名以内を副会長とし､ １名を専務理事とすることができる｡
３. 前項の会長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とし､ 副会長及び専務理事をもっ
て同法第91条第１項第２号に規定する業務執行理事とする｡
理事及び監事は､ 総会の決議によって選任する｡
２. 会長・副会長及び専務理事は､ 理事会の決議によって理事の中から選定する｡
理事は､ 理事会を構成し､ 法令及びこの定款で定めるところにより､ 職務を執行する｡
２. 会長は､ 法令及びこの定款で定めるところにより､ 本会を代表し､ その業務を執行する｡
３. 副会長は､ 理事会において別に定めるところにより､ 本会の業務を分担執行する｡
４. 専務理事は､ 会長及び副会長を補佐し､ 本会の常務を統括する｡
５. 会長､ 副会長及び専務理事は､ 毎事業年度､ ４箇月を超える間隔で２回以上､ 自己の職務の執行の状況を理事会
に報告しなければならない｡
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(監事の
職務及び
権限)

(役員の
任期)

(解 任)
(報 酬 等)

第22条

第23条

第24条
第25条

監事は､ 理事の職務の執行を監査し､ 法令で定めるところにより､ 監査報告書を作成する｡
２. 監事は､ いつでも､ 理事及び使用人に対して事業の報告を求め､ 本会の業務及び財産の状況の調査をすることが
できる｡
理事及び監事の任期は､ 選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する通常総会の終結の時までと
する｡
２. 補欠として選任された理事又は監事の任期は､ 前任者の任期の満了する時までとする｡
３. 理事又は監事は､ 第19条に定める定数に足りなくなるときは､ 任期の満了又は辞任により退任した後も､ 新たに
選任された者が就任するまで､ なお理事又は監事としての権利義務を有する｡
理事及び監事を､ 総会の決議により解任することができる｡
理事及び監事は､ 無報酬とする｡ ただし､ 常勤の理事に対しては､ 総会において定める総額の範囲内で､ 総会にお
いて別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を報酬等として支給することができる｡

第６章 理 事 会

(構 成)

(権 限)

(招 集)

(議 長)
(決 議)

(議 事 録)

第26条

第27条

第28条

第29条
第30条

第31条

本会に､ 理事会を置く｡
２. 理事会は､ すべての理事をもって構成する｡
理事会は､ 次の職務を行う｡
� 本会の業務執行の決定 � 理事の職務の執行の監督 � 会長､ 副会長及び専務理事の選定及び解職
理事会は､ 会長が招集する｡
２. 会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは､ 各理事が理事会を招集する｡
理事会の議長は､ 会長がこれに当る｡
理事会の決議は､ 決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し､ その過半数をもって行
う｡
２. 前項の規定にかかわらず､ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第96条の要件を満たしたときは､ 理事会
の決議があったものと看做す｡
理事会の議事については､ 法令で定めるところにより､ 議事録を作成する｡
２. 出席した会長及び監事は､ 前項の議事録に記名押印する｡

第７章 任 意 の 組 織

(任意の
組織)

第32条 本会には､ 業務の執行に必要な任意の委員会､ 部会及び地区役員会等を理事会の決議により､ 置くことができる｡
２. 前項の委員会､ 部会及び地区役員会の組織及び運営に関し必要な事項は､ 理事会の決議により､ 別に定める｡

第８章 資産及び会計

(事業年度)
(事業計画
及び
収支予算)

(事業報告
及び決算)

(公益目的取得
財産残額の算定)

第33条
第34条

第35条

第36条

本会の事業年度は､ 毎年４月１日に始まり､ 翌年３月31日に終わる｡
本会の事業計画書､ 収支予算書､ 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類については､ 毎事業年度の開始の
日の前日までに会長が作成し､ 理事会の承認を受けなければならない｡
これを変更する場合も同様とする｡
２. 前項の書類については､ 主たる事務所に当該事業年度が終了するまでの間据え置き､ 一般の閲覧に供するものと
する｡
本会の事業報告及び決算については､ 毎事業年度終了後､ 会長が次の書類を作成し､ 監事の監査を受けた上で､ 理
事会の承認を受けなければならない｡
� 事業報告書 � 事業報告の附属明細書 � 貸借対照表 � 損益計算書 (正味財産増減計算書)
� 貸借対照表及び損益計算書 (正味財産増減計算書) の附属明細書 � 財産目録
２. 前項の承認を受けた書類のうち､ 第１号､ 第３号､ 第４号及び第６号の書類については､ 定時総会に提出し､ 第
１号の書類についてはその内容を報告し､ その他の書類については､ 承認を受けなければならない｡
３. 第１項の書類のほか､ 次の書類を主たる事務所に５年間備え置き､ 一般の閲覧に供するとともに､ 定款及び会員
名簿を主たる事務所に備え置き､ 一般の閲覧に供するものとする｡
� 監査報告書 � 理事及び監事の名簿 � 理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書類
� 運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記載した書類
会長は､ 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第48条の規定に基づき､ 毎事業年度､ 当該
事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定し､ 前条第３項第４号の書類に記載するものとする｡

第９章 定款の変更及び解散等

(定款の変更)
(解 散)
(公益認定
取消し等に
伴う贈与)

(残余財産
の帰属)

第37条
第38条
第39条

第40条

この定款は､ 総会の決議によって変更することができる｡
本会は､ 総会の決議その他法令で定められた事由により解散する｡
本会が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により消滅する場合 (その権利義務を承継する法人が公益法
人であるときを除く｡) には､ 総会の決議を経て､ 公益目的取得財産残額に相当する額の財産を､ 当該公益認定の取
消しの日又は合併の日から１箇月以内に､ 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条17号に掲げる
法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする｡
本会が解散等により清算するときに有する残余財産は､ 総会の決議を経て､ 公益社団法人及び公益財団法人の認定
等に関する法律第５条第17号に規定する法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする｡

第10章 事 務 局 等

(事 務 局)

(公 告)

第41条

第42条

本会の事務を処理するため事務局を設置する｡
２. 事務局には､ 事務局長及び所要の職員を置く｡
３. 重要な職員は､ 理事会の議決を経て会長がこれを任免する｡
４. 事務局の組織及び運営等に関し必要な事項は､ 理事会において別に定める｡
本会の公告は､ 主たる事務所の公衆の見易い場所に掲示する方法により行う｡

第11章 補 則

(細 則) 第43条 この定款に定めるものの他､ 本会の運営に関し必要な事項は､ 理事会の決議により別に定める｡

附 則 １. この定款は､ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施
行に伴う関係法律の整備等に関する法律第106条第１項に定める公益法人設立の登記の日から施行する｡
２. 本会の最初の会長は､ 前田 直己とする｡
３. 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係
法律の整備等に関する法律第106条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と､ 公益法人の設立登記を行ったときは､ 第
33条の規定に係わらず､ 解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし､ 設立の登記の日を事業年度の開始日とする｡
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講
師
に
記
念
講
演
を
お
願
い
し
た
の

は
、
昨
年
12
月
。
円
高
・
株
安
の
中
、

内
政
・
外
交
と
も
に
懸
念
材
料
が
山
積

し
、
政
局
の
混
迷
が
極
ま
っ
て
い
た
時

期
で
、
テ
レ
ビ
討
論
等
で
ご
活
躍
中
の

講
師
に
、
今
後
の
経
済
展
望
に
つ
い
て

分
か
り
易
く
解
説
頂
く
こ
と
で
お
招
き

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
勃
発

で
、
直
近
の
現
政
権
の
政
治
手
法
に
疑

問
を
呈
し
、
地
方
に
在
っ
て
日
本
の
将

来
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
に
触
れ
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

結
論
的
に
は
、
当
分
日
本
経
済
は
良

く
な
ら
な
い
。
大
震
災
の
影
響
は
甚
大

で
あ
り
、
一
部
の
ア
ナ
リ
ス
ト
の
言
う

｢

復
興
需
要
で
秋
口
か
ら
良
く
な
る｣

は
疑
問
。
政
策
の
間
違
い
を
糺
さ
な
け

れ
ば
、
５
年
は
厳
し
い
と
み
る
べ
き
で

あ
る
。
デ
フ
レ
15
年
も
継
続
し
た
中
で

の
、
国
難
と
い
う
べ
き
状
況
か
ら
ど
う

立
ち
直
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

	


�
�


�
�

�
�

大
震
災
か
ら
２
ヶ
月
。
総
括
的
に
み

れ
ば
、
政
策
決
定
に
間
違
い
が
あ
り
、

分
か
り
易
い
２
つ
の
事
例
で
検
証
し
た

い
。
即
ち
、
①
浜
岡
原
発
の
停
止
要
請

と
、
②
原
子
力
損
害
賠
償

(

東
電
救
済)

ス
キ
ー
ム
で
あ
り
、
経
済
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
だ
け
に
問
題
に
し
た
い
。

�

浜
岡
原
発
停
止
の
要
請

(

５
／
６)

は
、
政
治
主
導
の
名
の
下
に
、
官
僚

排
除
で
な
さ
れ
た
典
型
的
な
形
で
あ

る
。
本
来
、
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

官
僚
を
使
い
こ
な
し
、
正
し
い
決
定

が
な
さ
れ
て
の
政
治
主
導
が
望
ま
し

い
姿
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

し
か
し
、
現
政
権
の
と
っ
た
行
動
は

違
っ
て
い
て
、
官
僚
に
依
存
し
つ
つ

も
、
政
治
家
の
都
合
で
自
分
が
主
役

を
演
じ
る

(
官
僚
を
外
す)

や
り
方

は
大
い
に
問
題
で
、
事
前
に
必
要
な

多
岐
に
亘
る
検
討
が
な
さ
れ
た
と
は

考
え
難
い
。
そ
の
結
果
、
電
力
不
足

は
数
年
続
く
と
考
え
ら
れ
る
し
、
経

済
成
長
へ
の
影
響
、
と
り
わ
け
電
力

の
安
定
供
給
な
く
し
て
企
業
の
海
外

流
出
は
止
め
ら
れ
る
か
が
心
配
で
あ

る
。
現
状
は
、
東
北
被
災
地
の
電
力

需
要
が
下
が
っ
て
お
り
、
節
電
で
賄

え
る
部
分
も
あ
る
が
、
電
力
不
足
は

全
国
に
広
が
る
。

も
う
一
つ
は
、｢

原
子
力
保
安
院

は
信
用
で
き
な
い｣

と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
こ
と
に
な
る
。
先
に
、

原
子
炉
事
故
を
受
け
て
緊
急
安
全
対

策
と
し
て
の
調
査
結
果
は
、｢

問
題

な
し｣

と
の
報
告
に
対
し
、
地
震
確

率
80
％
を
前
提
に
下
し
た

｢

要
請｣

は
、
原
発
を
抱
え
た
地
元
に
不
安
を

呼
び
、
今
後
の
定
期
点
検
中
の
原
子

炉
の
再
稼
働
に
も
影
響
を
免
れ
な
い

し
、
確
実
に
電
力
不
足
を
来
す
こ
と

な
る
。

何
よ
り
も
、
今
回
の
中
部
電
力
へ

の
要
請
が
、
法
律
の
根
拠
な
し
に
行

わ
れ
た
こ
と
は
、
行
政
の
安
定
性
を

著
し
く
阻
害
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

�

損
害
賠
償

(

東
電
救
済)

ス
キ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
被
害
が

少
な
く
て
４
兆
円
、
多
く
て
８
兆
円

規
模
と
見
積
も
ら
れ
る
中
で
、
経
済

産
業
省
・
金
融
庁
・
財
務
省
・
文
部

科
学
省
の
関
係
省
庁
の
其
々
の
思
惑

も
あ
っ
て
、
東
電
を
存
続
し
、
同
社

の
長
期
返
済
が
基
本
と
決
定
し
、
国

会
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
結
果
、
確
実

に
電
力
料
金
は
値
上
げ
さ
れ
、
電
力

不
足
は
継
続
す
る
見
通
し
で
、
国
民

に
負
担
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
工
場
稼
働
や
家
計
に
与
え
る
影

響
は
如
何
ば
か
り
か
懸
念
さ
れ
る
。

一
方
、
東
電
の
資
産
状
況
や
、
原

発
積
立
、
不
透
明
な
人
件
費
等
を
試

算
す
る
と
、
賠
償
金
の
半
分
近
く
は

同
社
で
負
担
で
き
る
と
す
る
考
え
方

も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
原
子
力
政
策
は
国
と

電
力
会
社
の
共
同
責
任
で
推
進
さ
れ

て
き
た
も
の
。
10
本
以
上
の
法
律
が

係
り
、
正
に
両
者
は
一
体
経
営
と
な

っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
原
子
力
予
算

と
し
て
多
額
の
準
備
金
を
有
し
、
今

年
度
の
予
算
だ
け
で
も
２
、３
０
０

億
円
を
も
っ
て
、
原
子
力
の
推
進
に

充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後

10
年
で
１
兆
円
は
捻
出
で
き
る
。
実

際
、
現
時
点
開
発
に
回
す
こ
と
は
考

え
難
く
、
無
駄
の
排
除
が
優
先
さ
れ

る
べ
き
だ
。
実
験
炉
も
ん
じ
ゅ
に
２

２
０
億
円
の
予
算
と
な
れ
ば
、
１
日

当
た
り
６
千
万
円
の
投
入
と
な
り
、

こ
れ
は
賠
償
に
回
す
べ
き
と
考
え
る

し
、
東
電
の
資
産
カ
ッ
ト
で
、
料
金

値
上
げ
は
不
要
と
な
る
。

�
�
�
�
�
�

15
年
も
続
く
デ
フ
レ
経
済
を
脱
却
で

き
ず
、
現
政
権
は
な
お

｢

大
き
な
政
府｣

に
拘
り
、
ば
ら
ま
き
予
算
と
増
税
を
目

指
し
て
い
る
。
国
家
公
務
員
の
10
％
削

減
で
数
千
億
円
。
地
方
公
務
員
合
わ
せ

て
27
兆
円
を
考
え
れ
ば
、
５
兆
円
は
捻

出
可
能
で
あ
り
、
安
易
な
増
税
は
反
対

だ
。電

力
料
金
値
上
げ
・
消
費
税
増
税
は
、

国
民
の
善
意
に
付
け
込
ん
で
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
失
わ
れ
た
30
年
に
な
り
か

ね
な
い
。

被
災
地

(

現
地)

は
頑
張
っ
て
い
る
。

自
治
体
・
警
察
・
消
防
そ
し
て
自
衛
隊

と
、
こ
れ
に
政
府
の
後
押
し
が
あ
れ
ば
、

復
興
は
早
ま
る
。｢

復
興
基
本
法｣

が

６
月
議
論
で
は
、
遅
す
ぎ
る
。

今
回
の
大
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
、
現
場
の
力
・
市
民
の
力
が
如

何
に
強
い
か
で
あ
る
。
大
き
な
政
府

(

中
央
集
権)

か
ら
、
地
方
分
権
へ
の

方
向
性
を
探
り
、
現
場
の
力
が
生
き
る

方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�

海
外
の
視
る
目
は
日
本
の
可
能
性
、

と
り
わ
け
地
方
の
良
さ
に
関
心
が
高
い
。

欧
米
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
や
、
中
国
の
富

裕
層
は
、
日
本
企
業
へ
の
投
資
や
、
地

方
の
土
地
に
対
す
る
投
資
を
増
や
し
て

い
る
。
現
場
の
強
さ
・
製
造
業
の
技
術
・

労
働
力
の
質
の
高
さ
等
を
良
く
理
解
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
の

素
晴
ら
し
さ
は
、
自
然
環
境
や
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ー
に
加
え
、
そ
の
文
化

(

多

分
に
食
文
化)

で
あ
り
、
酒
田
の
魅
力

も
十
分
発
揮
し
て
欲
し
い
。

大
震
災
を
契
機
に
、
国
の
在
り
方
を

変
え
る
と
い
う
発
想
で
、
政
治
の
機
能

不
全
を
糺
し
、
日
本
の
強
味
を
発
揮
で

き
る
体
制
に
も
っ
て
い
く
べ
く
、
県
・

市
挙
げ
て
政
府
と
議
論
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。

平
時
と
違
っ
て
、
非
常
時
は
政
治
の

力
の
影
響
は
大
き
い
。
間
違
い
を
糺
す

の
に
、
地
元
・
民
間
の
力
が
重
要
と
強

調
し
た
い
。

最
後
に
国
難
と
い
う
事
態
に
、
既
に

直
接
・
間
接
に
係
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

う
が
、
直
接
に
係
る
こ
と
で
識
る
肌
感

覚

(

価
値
観
の
変
化)

を
味
わ
っ
て
欲

し
い
。
時
代
を
先
取
り
す
る
に
は
、
酒

田
の
将
来
・
日
本
の
将
来
を
考
え
て
、

是
非
自
ら
係
っ
て
身
体
で
感
じ
る
思
い

が
大
切
と
考
え
る
。

�
�
�
�
�
�
�
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青
年
部
会
の
通
常
総
会
は
、
さ
る

４
月
20
日
�
に
日
新
開
発
ビ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
は
、
大
谷
部
会
長
を

中
心
に
、
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
組

織
的
取
り
組
み
が
徹
底
さ
れ
役
員
会

の
定
期
開
催
と
、
４
委
員
会
の
企
画･

実
行
で
、
着
実
に
事
業
展
開
が
果
た

せ
ま
し
た
。

継
続
事
業
と
し
て
の
、｢

出
前
租

税
教
室｣

は
４
年
目
で
も
あ
り
、
市

内
小
学
校
の
約
半
数
を
巡
回
し
た
こ

と
に
な
り
、
そ
の
実
績
と
と
も
に
活

動
そ
の
も
の
が
浸
透
し
、
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
当
会
の

公
益
性
を
高
め
る
一
助
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
に
よ
っ
て
主
幹
と
し

て
取
り
組
ん
だ｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の｢

津
軽
三
味
線
・
岡
田
修
の
世
界｣

は
、
酒
田
出
身
の
奏
者
と
あ
っ
て
、

昨
年
以
上
に
集
客
に
努
め
た
結
果
、

会
場
か
ら
苦
情
が
来
る
程
の
盛
況
で
、

成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
研
修
会
・
会
員
交
流
会
も
参
加

率
高
く
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ま
す
。
新
入
会
員
６

名
・
卒
業
生
７
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
佐
藤
部
会
長
を

中
心
と
し
た
新
体
制

(

別
掲)

で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
３
委
員
会
で
の
活
動
計
画
と
な

り
、
会
員
の
拡
大
に
注
力
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

去
る
４
月
26
日
�
に
、
女
性
部
会

の
通
常
総
会
が
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ

ー
デ
ン
酒
田
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
も
、
４
つ
の
委
員
会
を
中

心
に
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、
会

員
多
数
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
継
続
テ
ー
マ
と
掲
げ
る

｢

酒
田
を
識
る｣

で
は
、
国
土
交
通

省
・
酒
田
港
湾
事
務
所
長
を
お
招
き

し
、｢

酒
田
港
の
現
状
と
課
題｣

を

学
び
、｢

食
の
講
習
会｣

で
は

｢

生

活
習
慣
病
と
日
本
食｣

を
体
験
学
習

し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
会
と
分

担
実
施
し
て
い
る

｢

出
前
租
税
教
室｣

は
好
評
で
、
国
税
庁
のY

ou
T
u
b
e

に
も
採
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
更
に

は
、
村
山
及
び
山
形
法
人
会
・
女
性

部
会
と
の
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
、

活
動
の
幅
が
広
げ
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

今
年
度

は
、
役
員

改
選
の
年

に
当
た
り
、
公
益
性
を
意
識
し
た
事

業
展
開
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

委
員
会
の
名
称
を
変
更
し
、
新
体
制

(

別
掲)

で
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
公
開
講
演
会
で
は
、

｢

江
姫
と
徳
川
家
に
学
ぶ｣

と
題
し

て
、
福
永
雅
文
氏
か
ら
示
唆
に
富
ん

だ
経
営
哲
学
を
学
び
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
４
月
例
会
に
合
わ
せ

た
三
水
会
の
通
常
総
会
が
、
４
月
19

日
�
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
を
例
会
と

す
る｢

年
間
事
業
計
画｣

は
、
経
理
・

税
務
・
財
務
の
専
門
分
野
を
含
め
て
、

労
務
・
営
業
と
い
っ
た
経
営
課
題
全

般
に
係
る
研
修
の
場
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
採
り
あ
げ
る
テ

ー
マ
も
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
時
宜

を
得
た
内
容
に
な
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。先

進
企
業
訪
問
も
好
評
で
す
し
、

ま
た
従
来
通
り
本
部
共
済
事
業
に
も

積
極
的
に
取
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
年

度
の
役

員
改
選

で
、
代

表
幹
事

の
交
代

が
あ
り
、

鈴
木
啓

一
郎
氏

が
選
任

さ
れ
ま

し
た
。
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